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Aviam, M., H. Kuwabara, S. Hasegawa and Y. Paz 2023.7 
A First-Second Century CE Synagogue on a Jewish 
Estate on Top of Tel Rekhesh. In L. I. Levine, Z. 
Weiss and U. Leibner (eds.), Ancient Synagogues 
Revealed 1981-2022, 125-127. Jerusalem, Israel 
Exploration Society.

足立拓朗　2023.3「西アジアの都市化と遊牧民交易」山田重郎
（編）『都市文明の本質：古代西アジアにおける都市の発生
と変容の学際研究 5　研究成果報告 2022 年度』19-26 頁　
筑波大学西アジア文明研究センター。

Abd El Daym, A. 2023 Brief Notes on The Akoris Pottery 
in 2022. In H. Kawanishi, S. Tsujimura and T. 
Hanasaka (eds.), Preliminary Report Akoris 2022, 
29-31. Nagoya, Nagoya University.

安倍雅史・山田綾乃・長尾琢磨・鈴木崇司・岡崎健治　2023.6
「バハレーン、ワーディー・アッ＝サイル考古学プロジェ
クト 2023」『日本西アジア考古学会第 28 回総会・大会要旨
集』51-52 頁　日本西アジア考古学会。

Alibaigi, S., I. Rezaei, F. Moradi, S. Haruta, J. MacGinnis, 
N. Aminikhah and S. Khosravi 2023.7 Daya Cave: A 
Place of Worship of Mesopotamian and Persian Gods 
in the West Central Zagros Mountains, Iran. American 
Journal of Archaeology 127(3): 419-435. (doi.org/ 
10.1086/724659)

有村　誠　2023.3「新石器時代の打製石器製作の性格─カラハ
ン・テペ遺跡の石器観察を通して─」山田重郎（編）『都
市文明の本質：古代西アジアにおける都市の発生と変容の
学際研究 5　研究成果報告 2022 年度』9-12 頁　筑波大学
西アジア文明研究センター。

有村元春　2023.3「古代エジプト新王国時代に流通した寸胴形
アンフォラに関する一考察」『早稲田大学大学院文学研究
科紀要』68 輯　579-597 頁。

有村元春　2023.6「後期青銅器時代のエジプトで流通した外来
系黒色磨研土器」『日本西アジア考古学会第 28 回総会・大
会要旨集』21-22 頁　日本西アジア考古学会。

安間　了・佐野貴司・申　基澈・昆　慶明・松井恵子　2023.3
「携帯式蛍光 X 線分析用の標準岩石試料の整備」山田重郎
（編）『都市文明の本質：古代西アジアにおける都市の発生
と変容の学際研究 5　研究成果報告 2022 年度』189-199 頁　
筑波大学西アジア文明研究センター。

安間　了・申　基澈・渡辺千香子・辻　彰洋・佐野貴司・齋藤　
有・中野孝教・横尾頼子・小泉龍人・M. アルタウィー
ル・A. マーシュ・H. ハマ・K. ラシード・J. ジョサリ　
2023.3「スレマニ博物館所蔵の楔形文書粘土板胎土の化学
組成」山田重郎（編）『都市文明の本質：古代西アジアに
おける都市の発生と変容の学際研究 5　研究成果報告 2022
年度』149-154 頁　筑波大学西アジア文明研究センター。

石渡美江　2023.2「踊り子像粘土板について」『ヘレニズム～イ
スラーム考古学研究　2021-2022』23-32 頁。

井谷剛造　2023.7「アラビア文字墓碑銘文の世界から」『シルク

ロード学研究会　2023 夏　資料集』53-60 頁　帝京大学文
化財研究所。

岩井俊平　2023.7「春期調査　AKB-20 区（大雲寺推定地北側）
の発掘報告」『シルクロード学研究会　2023 夏　資料集』
37-42 頁　帝京大学文化財研究所。

岩井俊平・枡本　哲・國下多美樹　2023.3「中央アジアの仏教
寺院を掘る─キルギス共和国、アク・ベシム（スイヤブ）
遺跡・第 2 仏教寺院址の調査（2022）─」日本西アジア考
古学会（編）『第 30 回西アジア発掘調査報告会報告集　令
和 4 年度　考古学が語る古代オリエント』109-112 頁　日
本西アジア考古学会。

上杉彰紀　2023.11『インダス文明ガイドブック』新泉社。
上杉彰紀・山口雄治・渡部展也・杉田　暁　2023.3「バハレー

ン島における古ディルムン時代の墳墓群の測量調査─ディ
ルムンマッピング・プロジェクト─」日本西アジア考古学
会（編）『第 30 回西アジア発掘調査報告会報告集　令和 4
年度　考古学が語る古代オリエント』47-52 頁　日本西ア
ジア考古学会。

上杉彰紀・M. ルチアーニ　2023.3「アラビア半島内陸乾燥域に
おける青銅器時代の都市景観─サウジアラビア、クレイヤ
遺跡の調査─」日本西アジア考古学会（編）『第 30 回西ア
ジア発掘調査報告会報告集　令和 4 年度　考古学が語る古
代オリエント』53-58 頁　日本西アジア考古学会。

植月　学・山内和也・B. アマンバエバ　2023.6「アク・ベシム
遺跡の二街区における動物資源利用の差とその意味」『日
本西アジア考古学会第 28 回総会・大会要旨集』47-48 頁　
日本西アジア考古学会。

宇野隆夫・寺村裕史・村上智見・A. ベグマトフ・A. ベルディ
ムロドフ・G. ボゴモロフ・A. サンディボエフ　2023.3

「ソグド王離宮を掘る─ウズベキスタン共和国カフィル・
カラ遺跡（シャフリスタン地区）2022 年度発掘調査─」日
本西アジア考古学会（編）『第 30 回西アジア発掘調査報告
会報告集　令和 4 年度　考古学が語る古代オリエント』
98-102 頁　日本西アジア考古学会。

大黒俊二・林佳世子（編）　2023.11『岩波講座世界歴史 2 ─古
代西アジアとギリシア　～前 1 世紀─』岩波書店。

大城道則　2023.2『古代エジプト人は何を描いたのか─サハラ
砂漠の原始絵画と文明の記憶─』教育評論社。

大城道則・芝田幸一郎・角道亮介　2023.7『考古学者が発掘調
査をしていたら、怖い目にあった話』ポプラ社。

大谷育恵　2023.1「遊牧国家・匈奴と秦漢帝国のあいだ─近年
の匈奴考古学の成果を中心に─」『シルクロード学研究会　
2023 冬　資料集』51-52 頁　帝京大学文化財研究所。

大沼柊平　2023.3「南コーカサス地域分布カイトサイトの考古
学的研究─レルナゴーグ・カイトサイト 1 遺跡と周辺での
調査報告を中心に─」『筑波大学先史学・考古学研究』34
号　29-53 頁。

Odaka, T. 2023.5 Clay Containers and Mobility in the Final 
Stage of Neolithisation: Storage Bins and the Earliest 
Pottery at Tell el-Kerkh, Northwest Syria. In O. P. 

西アジア考古学関連学術論文・出版物
（2023 年 1 月～12 月）

　日本の研究者による西アジア考古学関連の出版物について、おもに会員の皆様から寄せられた情報にもとづ
いて作成しております。
 『西アジア考古学』25 号編集委員会
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Nieuwenhuyse, E. Bernbeck and K. Berghuijs (eds.), 
Containers of Change: Ancient Container 
Technologies from Eastern to Western Asia, 223-
237. Leiden, Sidestone Press.

小髙敬寛・下釜和也・三木健裕・板橋　悠　2023.6「イラク・
クルディスタン、シャイフ・マリフ遺跡Ⅱ号丘の年代につ
いて」『日本西アジア考古学会第 28 回総会・大会要旨集』
37-38 頁　日本西アジア考古学会。

小髙敬寛・前田　修・三木健裕・早川裕弌・P. イェウェル・H. 
ハマ＝ガリーブ　2023.3「新石器化と都市化のはざま─イ
ラク・クルディスタン、シャイフ・マリフ遺跡の第 1 次発
掘調査（2022 年）─」日本西アジア考古学会（編）『第 30
回西アジア発掘調査報告会報告集　令和 4 年度　考古学が
語る古代オリエント』36-41 頁　日本西アジア考古学会。

Odaka, T., O. Maeda, K. Shimogama, Y. S. Hayakawa, Y. 
Nishiaki, N. A. Mohammed and K. Rasheed 2023.5 
Late Prehistoric Investigations at Shakar Tepe, the 
Shahrizor Plain, Iraqi Kurdistan: Preliminary Results of 
the First Season (2019). In N. Marchetti, F. Cavaliere, 
E. Cirelli, C. D'Orazio, G. Giacosa, M. Guidetti and E. 
Mariani (eds.), Proceedings of the 12th International 
Congress on the Archaeology of the Ancient Near 
East, Volume 2, 415-428. Wiesbaden, Harrassowitz.

Odaka, T., O. Maeda, T. Miki, Y. S. Hayakawa, P. Yewer 
and H. Hama Gharib 2023.3 Excavations at Shaikh 
Marif, Iraqi Kurdistan: Preliminary Report of the First 
Season (2022). Ancient Civilizations and Cultural 
Resources 1: 1-22.

影山悦子　2023.7「セミレチエのソグド人キリスト教徒が制作
したとされる銀器について」『シルクロード学研究会　
2023 夏　資料集』61-66 頁　帝京大学文化財研究所。

門脇誠二・田村　亨・木田梨沙子・廣瀬允人・須賀永帰・西秋
良宏　2023.6「南ヨルダン、Tor Faraj 遺跡における中部
旧石器技術の多様性と理化学年代」『日本西アジア考古学
会第 28 回総会・大会要旨集』29-30 頁　日本西アジア考古
学会。

門脇誠二・廣瀬允人・須賀永帰・殷　健杰・木元菜奈子・O. 
タラウネ・D. ヘンリー　2023.3「ホモ・サピエンスの拡
散・定着期における文化動態─南ヨルダン、カルハ山の旧
石器遺跡調査（2022 年）─」日本西アジア考古学会（編）

『第 30 回西アジア発掘調査報告会報告集　令和 4 年度　考
古学が語る古代オリエント』26-29 頁　日本西アジア考古
学会。

唐橋　文　2023.11「シュメール都市国家における王権と祭儀」
大黒俊二・林佳世子（編）『岩波講座世界歴史 2 ─古代西
アジアとギリシア　～前 1 世紀─』183-197 頁　岩波書店。

Garcia-Ventura, A. and F. Karahashi 2023.4 Socio-
Economic Aspects and Agency of Female Maš-da-ri-a 
Contributors in Presargonic Lagash. In N. M. Brisch 
and F. Karahashi (eds.), Women and Religion in the 
Ancient Near East and Asia, 23-44. Boston, De 
Gruyter.

河合　望　2023.11「新王国時代第一八王朝のエジプト」大黒俊
二・林佳世子（編）『岩波講座世界歴史 2 ─古代西アジア
とギリシア　～前 1 世紀─』199-215 頁　岩波書店。

Kawai, N. 2023.4 The Lioness Goddess Statuary from the 
Rock-Cut Chambers at Northwest Saqqara and Their 
Cult in Middle Kingdom Egypt. In N. M. Brisch and F. 
Karahashi (eds.), Women and Religion in the Ancient 
Near East and Asia, 303-338. Boston, De Gruyter.

Kawakami, N. 2023.3 The Location of the Ancient City of 

Akkade: Review of Past Theories and Identification of 
Issues for Formulating a Specific Methodology for 
Searching Akkade. Al-Rāfidān 44: 45-68.

川崎建三　2023.2「ファヤズテパ出土壁画と『法華経』─「光
背中の仏陀」をめぐって─」『東洋哲学研究所紀要』38 号　
41-58 頁。

川崎建三　2023.3「北バクトリアにおける仏教の伝播と様相」
東洋哲学研究所（編）『仏教東漸の道　インド・中央アジ
ア篇』（シルクロード研究論集　第 1 巻）435-478 頁　東洋
哲学研究所。

川崎建三　2023.5「新刊紹介　シルクロード研究論集　第 1 巻
『仏教東漸の道　インド・中央アジア篇』東洋哲学研究所
編」『東洋学術研究』62 巻 1 号　344-352 頁。

川崎建三　2023.9「中央アジアにおける仏教文化の盛衰」東京
富士美術館（編）『世界遺産　大シルクロード展』258-261
頁　東京富士美術館。

Kawanishi, H. 2023 General View. In H. Kawanishi, S. 
Tsujimura and T. Hanasaka (eds.), Preliminary 
Report Akoris 2022, 3-6. Nagoya, Nagoya University.

Kawanishi, H. 2023 Excavation of the Settlement Site in 
the Southwest Area. In H. Kawanishi, S. Tsujimura 
and T. Hanasaka (eds.), Preliminary Report Akoris 
2022, 6-12. Nagoya, Nagoya University.

Kawanishi, H., S. Tsujimura and T. Hanasaka (eds.) 2023 
Preliminary Report Akoris 2022. Nagoya, Nagoya 
University.

木元菜奈子・門脇誠二　2023.6「レバント地方の終末期旧石器
時代における貝製ビーズのネットワーク分析」『日本西ア
ジア考古学会第 28 回総会・大会要旨集』31 頁　日本西ア
ジア考古学会。

木元菜奈子・黒住耐二・門脇誠二・S. マサデ・D. O. ヘンリー　
2023.3「摩耗痕分析による旧石器時代の貝製ビーズの利用
法の検証─南ヨルダン、トール・ハマル遺跡出土の海産貝
類の分析─」『西アジア考古学』24 号　1-13 頁。

櫛 原 功 一　2023.2「 キ ル ギ ス 共 和 国 ケ ン・ ブ ル ン（Ken・
Burun）遺跡の瓦に関する一考察」『帝京大学文化財研究
所研究報告』21 集　103-114 頁。

櫛原功一　2023.7「キルギス共和国アク・ベシム遺跡 AKB-8
区の調査（2023）」『シルクロード学研究会　2023 夏　資料
集』17-27 頁　帝京大学文化財研究所。

櫛原功一・平野　修・山内和也　2023.3「シルクロードの国際
交易都市スイヤブの成立と変遷─キルギス共和国アク・ベ
シム遺跡の調査（2022）─」日本西アジア考古学会（編）

『第 30 回西アジア発掘調査報告会報告集　令和 4 年度　考
古学が語る古代オリエント』103-108 頁　日本西アジア考
古学会。

久米正吾　2023.3「遺跡コラム─天山山脈の青銅器時代遺跡群
─」『中国文明起源解明の新・考古学イニシアティブ
Newsletter』5 号　7 頁。

久米正吾　2023.6「草原の農耕」小松久男・梅村　坦・坂井弘
紀・林　俊雄・前田弘毅・松田孝一（編）『中央ユーラシ
ア文化事典』　232-233 頁　丸善出版。

久米正吾・新井才二　2023.3「天山山脈の最初の牧畜民」今村　
薫（編）『中央アジア牧畜社会─人・動物・交錯・移動─』
32-59 頁　京都大学学術出版会。

久米正吾・新井才二・H. ホシモフ・B. マトババエフ　2023.3
「原シルクロードの形成（2）─ウズベキスタン、ダルヴェ
ルジン遺跡（第 3 次）の発掘調査（2022 年）─」日本西ア
ジア考古学会（編）『第 30 回西アジア発掘調査報告会報告
集　令和 4 年度　考古学が語る古代オリエント』80-84 頁　
日本西アジア考古学会。
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西アジア考古学関連学術論文・出版物（2023 年 1 月～12 月）

黒澤正紀・西山伸一・池端　慶　2023.3「イラク北東部鉄器時
代遺跡の製鉄関連スラグ」山田重郎（編）『都市文明の本
質：古代西アジアにおける都市の発生と変容の学際研究 5　
研究成果報告 2022 年度』133-148 頁　筑波大学西アジア文
明研究センター。

黒沼太一　2023.3「南東アラビア、紀元前 2 千年紀前半のワー
ディー・スーク期における墓制の地域性─墓の形態と立地
からの検討─」『西アジア考古学』24 号　27-45 頁。

黒沼太一・三木健裕・田邉幹太郎・近藤康久　2023.6「オマー
ン・タヌーフ峡谷の中期青銅器時代集葬墓─型式と構築背
景の検討─」『日本西アジア考古学会第 28 回総会・大会要
旨集』59-60 頁　日本西アジア考古学会。

Kuronuma, T., T. Miki and Y. Kondo 2023.8 The Wādī Sūq 
Landscape at Bāt (Dhahirah Governorate, Oman) and 
Its Interregional Significance. Proceedings of the 
Seminar for Arabian Studies 52: 205-219.

Kuronuma, T., T. Miki, K. Tanabe and Y. Kondo 2023.12 
Iron Age Landscape in the Tanuf District, Ad-
Dākhl iyyah Governorate :  A Transmounta in 
Hypothesis Based on Surveys and Excavations in 
2017-2023. The Journal of Oman Studies 24: 97-122.

Koizumi, T. ,  H. Ojima and Y. Sogabe 2023.8 An 
Experimental Firing Study of Clay and Pigments 
Replicating Materials of Ubaid and Late Chalcolithic 
Artefacts. In N. Marchetti, F. Cavaliere, E. Cirelli, C. 
D'Orazio, G. Giacosa, M. Guidetti and E. Mariani 
(eds.), Proceedings of the 12th International Congress 
on the Archaeology of the Ancient Near East, 
Volume 1, 403-420. Wiesbaden, Harrassowitz.

コルチェンコ、V. A.（著）・川崎建三（訳）　2023.3「キルギス
タン・チュー川流域における中世仏教の考古遺産」東洋哲
学研究所（編）『仏教東漸の道　インド・中央アジア篇』

（シルクロード研究論集　第 1 巻）391-433 頁　東洋哲学研
究所。

紺谷亮一・山口雄治・F. クラックオウル　2023.3「中央アナト
リアにおける銅石器時代解明へ向けて─キュルテペ遺跡中
央トレンチ発掘調査　2022 年─」日本西アジア考古学会

（編）『第 30 回西アジア発掘調査報告会報告集　令和 4 年
度　考古学が語る古代オリエント』22-25 頁　日本西アジ
ア考古学会。

近藤二郎　2023.6「エジプト新王国第 18 王朝時代の王墓─その
立地と構造─」『日本西アジア考古学会第 28 回総会・大会
要旨集』9-12 頁　日本西アジア考古学会。

近藤二郎　2023.11「古代西アジア─新石器時代からヘレニズム
時代まで─」大黒俊二・林佳世子（編）『岩波講座世界歴
史 2 ─古代西アジアとギリシア　～前 1 世紀─』3-42 頁　
岩波書店。

近藤二郎・河合　望　2023.3「計画研究 03「古代エジプトにお
ける都市の景観と構造」2022 年度活動報告」山田重郎

（編）『都市文明の本質：古代西アジアにおける都市の発生
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